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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧電膜指紋スキャナであって、
　振動信号を生成する発振器と、
　該発振器によって生成される該振動信号のサイクルをカウントする、該発振器に結合さ
れているゲートカウンタと、
　該ゲートカウンタならびに行マルチプレクサおよび列マルチプレクサのそれぞれに結合
されているコントローラであって、該コントローラは、該行マルチプレクサおよび該列マ
ルチプレクサを、該ゲートカウンタに応答して制御する、コントローラと、
　該ゲートカウンタおよび該行マルチプレクサの間に結合されているパルサであって、該
パルサは、該振動信号の１サイクルの入力パルスを、該列マルチプレクサに送る、パルサ
と、
　該行マルチプレクサに結合された第１の導体グリッド、および該列マルチプレクサに結
合された第２の導体グリッドを含むピエゾ膜センサアレイであって、該第１および該第２
の導体グリッドは、該ピエゾ膜の第１および第２のそれぞれの面に配置される、ピエゾ膜
センサアレイと、
　該ゲートカウンタおよび該列マルチプレクサに結合された検出器であって、該検出器は
、該行および該列マルチプレクサによって選択される該ピエゾ膜センサアレイのピクセル
またはピクセル群における電圧を検出する、検出器と、
を含む、圧電膜指紋スキャナ。
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【請求項２】
　メモリコントローラユニットからグレースケールおよび２進の検出されたピクセル値の
少なくとも１つを、格納する画像メモリをさらに含み、該メモリコントローラユニットは
、該画像メモリおよび前記検出器の間に結合される、請求項１に記載の圧電膜指紋スキャ
ナ。
【請求項３】
　前記発振器ユニットは、３０ＭＨｚの振動信号を生成する、請求項１に記載の圧電膜指
紋スキャナ。
【請求項４】
　前記ゲートカウンタは、前記パルサを始動し、前記行マルチプレクサに入力パルスを送
る、請求項１に記載の圧電膜指紋スキャナ。
【請求項５】
　指先の隆線からの反射の検出は、前記振動信号のいくつかのサイクルにわたるリングダ
ウン振動を表す、請求項１に記載の圧電膜指紋スキャナ。
【請求項６】
　圧電膜センサにおいて指紋画像を取り込む方法であって、
　（１）生成された振動信号をゲートカウンタに印加する工程と、
　（２）ピエゾ膜センサアレイを、最初のピクセルおよびピクセル群の少なくとも１つを
検出するように切り換える工程と、
　（３）該ゲートカウンタに応答して、複数のマルチプレクサの１つに入力パルスを送る
ために、パルサを始動する工程と、
　（４）ピクセルにおける信号を検出するために、ピクセルおよびピクセル群の１つに入
力パルスが印加された後に、いくつかのサイクルの間待機する工程と、
　（５）検出器において、出力がフィルタリングされた電圧を、グレースケールおよび２
進ピクセルの１つとして評価する工程と、
　（６）該グレースケールおよび２進ピクセルの値の１つを、画像メモリに格納する工程
と、
を含む、方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
本出願は、１９９９年８月９日に出願された米国特許仮出願シリアル番号６０／１４７，
４９７の出願日の利益を主張する。本明細書中、同仮出願の全体を参考として援用する。
【０００２】
（発明の背景）
（１．発明の分野）
本発明は一般に、指紋のスキャニングおよび画像生成に関する。より詳細には、本発明は
指紋スキャナ内で使用される圧電膜に関する。
【０００３】
（２．関連技術）
バイオメトリックは、高レベルの安全性を提供する技術の集まりである。指紋の取り込み
および認識は、重要なバイオメトリック技術である。法律の施行、金融、投票および他の
産業はますます、アイデンティティを認識または確認するためにバイオメトリックとして
の指紋に依存している（「Ｂｉｏｍｅｔｒｉｃｓ　Ｅｘｐｌａｉｎｅｄ」ｖ．２．０，Ｇ
．　Ｒｏｅｔｈｅｎｂａｕｇｈ，Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｏ
ｃｉｅｔｙ　Ａｓｓｎ．　Ｃａｒｌｉｓｌｅ，ＰＡ　１９９８、１～３４ページ（本明細
書中、その全体が参考として援用される）を参照されたい）。多数の企業が現在、バイオ
メトリック指紋技術に積極的である（Ｂｉｏｍｅｔｒｉｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｔｏ
ｄａｙ（ＢｔｔTM）、２ページ、１９９９（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｊｂｒｅｓｅａｒ
ｃｈ．ｃｏｍ）によって公開される企業のリストを参照されたい）。
【０００４】
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指紋の反射された光学画像を検出する光学指紋スキャナが利用可能である。十分に高解像
度の良質な画像を取り込むために、光学の指紋スキャナは、光学素子（例えば、レンズ）
、照射源、および画像生成カメラを最低限必要とする。このような構成要素は、指紋スキ
ャナの全コストに加算する。アライメントを保持するための機械的構造もまた、製造およ
びメンテナンスコストを増加させる。
【０００５】
固体シリコンベースのトランスデューサがまた、Ｓｅｉｍｅｎｓ、ＬｕｃｅｎｔおよびＨ
ａｒｒｉｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒによって販売される市販の指紋スキャナとして
利用可能である。このようなシリコンのトランスデューサは、キャパシタンスを測定する
。この測定は、シリコンのトランスデューサが薄いことを必要とし、耐久性を低くする。
回転を伴う指紋を検出するために、固体のトランスデューサのセンシングアレイは、十分
な大きさの領域（例えば、約５０ミクロンの厚さで、１インチ四方の大きさ）を有する必
要がある。このように大きなサイズのシリコンアレイは、指紋スキャナのベースコストを
増加させ、メンテナンスコストをより大きくさせる。このように大きなシリコンジオメト
リの場合、耐久性および構造の完全性もこのような影響を受ける傾向が強い。
【０００６】
メンテナンスコストが低く、低価格で耐久性のある指紋スキャナが必要である。
【０００７】
（発明の要旨）
本発明は、圧電膜バイオメトリックセンシングデバイスを提供する。圧電膜センサアレイ
が、バイオメトリックデータ（例えば、指紋画像）を検出するために使用される。一実施
形態において、ピエゾ膜センサアレイは、２つの導体グリッドの間にはさまれたピエゾ層
を含む多層構造である。導体グリッドは、互いに直交に配向される。保護層が、保護コー
ティングを提供するために、指が置かれる側に付加され得る。フォーム基板（ｆｏａｍ　
ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）が、サポートとして使用され得る。
【０００８】
一例において、ピエゾ層は、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）膜またはそのコポリマー
などの分極フルオロポリマー膜を含む。導体グリッドは、ＰＶＤＦ膜の両面にプリントさ
れた銀のインク電極（ｉｎｋ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅｓ）である。保護層は、ウレタンまた
は他のプラスチックによって生成される。フォーム基板は、ＴｅｆｌｏｎTMによって生成
される。接着剤が、保護層およびフォーム基板を、プリントされたＰＶＤＦ膜の両面に保
持する。
【０００９】
一つの特徴として、プリントされた電極を含むＰＶＤＦ膜は、交換を容易にするために、
ラベルのように剥離され得る。
【００１０】
一実施形態によると、指紋スキャナは、指紋の画像をスキャンし取り込むために、ピエゾ
膜センサアレイを使用する。指紋スキャナはさらに、発振器、ゲートカウンタ、パルサ、
２つのマルチプレクサ、コントローラ、検出器、フィルタ、および画像メモリを含む。発
振器の周波数（例えば、３０ＭＨＺ）の１サイクルの入力パルスが、パルサによってマル
チプレクサを介してピエゾセンサアレイの単一ピクセルまたはピクセル群に印加される。
パルサによって入力パルスが印加された後に、隆線からの反射が、複数のサイクル内で検
出され得る。指紋の隆線の存在は、リングダウン振動（ｒｉｎｇ－ｄｏｗｎ　ｏｓｃｉｌ
ｌａｔｉｏｎ）によって検出される。リングダウン振動は、指紋の隆線に接触するピクセ
ルにおいて、電界が圧電薄膜のセンサアレイに印加される場合に生じる反射から起こる。
単一のピクセルまたはピクセル群は次いで、検出され画像メモリに出力される。コントロ
ーラは、マルチプレクサを切り換えて、パルサからのパルス出力のサイクル、および検出
器によって生成された検出されたピクセル読取値と関連してピエゾ膜センサアレイをスキ
ャンする。
【００１１】
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指に関連するさらなるバイオメトリクスを示す他の反射（例えば、組織、血液、骨、指の
爪などから）もまた、検出され得る。循環する血液からの反射によるドップラー効果もま
た、検出され得る。このようなドップラー効果は、血液循環の方向および速度に関するさ
らなる情報を提供し得る。
【００１２】
別の実施形態によると、瞬間パイロ電気効果もまた、生の指の存在を示すために、圧電膜
センサアレイによって検出され得る。生の指の検出を示す信号は次いで、同じ圧電スキャ
ナアレイを使用して、指紋の画像をスキャンするか、または取り込むために、指紋スキャ
ナを自動的に始動するか、または「起動させる」ために使用され得る。
【００１３】
本発明の様々な実施形態の構造および動作の他に、本発明のさらなる特徴および利点もま
た、添付の図面に関連して以下に詳細に記載される。
【００１４】
本明細書中に援用され、本明細書の一部分を形成する添付の図面は、本発明を例示し、そ
して詳細とともに、本発明の原理を説明するため、および関連分野の当業者が本発明を製
造し使用することを可能にするためにさらに機能する。
【００１５】
本発明は、添付の図面を参照して記載される。図面中、同様の参照番号は、同一のまたは
機能的に同様の要素を示す。さらに、参照番号の最も左の数字は、その参照番号が最初に
使用される図面を識別する。
【００１６】
（発明の詳細な説明）
（１．概要および用語）
本発明によると、圧電膜バイオメトリックデータセンシングデバイスが提供される。バイ
オメトリックセンシングデバイスは、例えば、指紋スキャナであり得る。圧電膜センサア
レイが、バイオメトリックデータ（例えば、指紋画像）を検出するために使用される。
【００１７】
用語「圧電」および「ピエゾ」は、本明細書中、圧電ポリマー材料を含むがそれに限定さ
れない特定の材料において発見された圧電効果を参照するために交換可能に使用される。
【００１８】
本明細書中に使用される用語「導体グリッド」は、導体のパターンを参照することを意味
し、例えば、平行に配置された複数の導体を含む。
【００１９】
（２．圧電膜センサアレイ）
図１Ａは、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレイ１００の断面図である。圧電
膜センサアレイ１００は、２つの導体グリッド１１５、１２５の間にはさまれたピエゾ膜
１２０を含む多層構造である。本発明の一例におけるピエゾ膜は、ポリフッ化ビニリデン
（ＰＶＤＦ）またはそのコポリマーなどの分極フルオロポリマー膜である。
【００２０】
導体グリッド１１５および１２５のそれぞれは、平行な電気導電性ラインを含む。好適に
は、グリッド１１５のラインは、グリッド１２５のラインに対して直交に配向される。こ
の関係は、図１Ｂに示される。図１Ｂは、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレ
イの導体グリッドを示す平面図である。図１Ｂに見られるように、２つの導体グリッドは
、２つのグリッドのうち第１のグリッドが導体行１～ｎを含むように特徴付けられ得、２
つのグリッドのうち第２のグリッドが導体列１～ｍを含むように特徴付けられ得るように
互いに直交に配置される。これらの導体行および列は、それぞれの関連する行および列マ
ルチプレクサに接続され、これらのマルチプレクサについては、以下においてより詳細に
記載する。アレイ内のピクセルは、行の一つ一つが列の一つ一つと交差する点に関連する
領域である。例えば、行ｎが列ｍと交差する領域は、ピクセル（ｎ、ｍ）に該当する。一
例において、導体グリッド１１５および１２５は、ＰＶＤＦ膜１２０の両面にプリントさ
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れた銀のインク電極である。
【００２１】
図１Ａを再び参照すると、保護層１１０が保護コーティングとして、指が置かれる側に付
加され得る。保護層１１０は、保護コーティングとして機能可能なウレタンまたは別のプ
ラスチックによって作製され得る。保護層１１０は、接着剤１４２によって、導体グリッ
ド１１５およびピエゾ膜１２０に貼付され得る。このような接着剤としての使用に適切な
材料は、当業者に公知であり、適切な接着剤の材料を選択することは、この開示が与えら
れれば、通常のレベルの関連分野の技能の範囲内である。
【００２２】
フォーム基板１３０が、ピエゾセンサアレイ１００内のサポートとして使用され得る。フ
ォーム基板１３０は、ＴｅｆｌｏｎTMによって作製され得る。サポート材料の他の種類が
、フォーム基板１３０の代わりに使用され得、このことは、この開示が与えられれば、関
連分野の当業者に明白である。フォーム基板１３０は、接着層１４４によって、導体グリ
ッド１２５およびピエゾ膜１２０に貼付され得る。このような接着剤としての使用に適切
な材料は、当業者に公知であり、適切な接着剤の材料を選択することは、この開示が与え
られれば、当該分野の技能レベル内である。
【００２３】
上記は、例示であり、本発明を制限することを意図しない。例えば、ピエゾ層１２０は、
圧電効果を示す任意の材料であり得、圧電ポリマーを含むが、それに限定されない。導体
グリッド１１５、１２５は、任意の導電性材料であり得、金属を含むが、それに限定され
ない。同様に、他の種類の保護材料が、保護層１１０に使用され得、このことは、この説
明が与えられれば、当業者に明白である。
【００２４】
圧電ポリマー膜センサがさらに、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｉｅｓ，
　Ｉｎｃ．　Ｎｏｒｒｉｓｔｏｗｎ，　ＰＡ，　Ａｐｒｉｌ　２，　１９９９　ＲＥＶＢ
から入手可能な「Ｐｉｅｚｏ　Ｆｉｌｍ　Ｓｅｎｓｏｒｓ：　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｍａ
ｎｕａｌ」（本明細書中、その全体が参考として援用される）に記載される。
【００２５】
（３．剥離アプリケーション）
本発明のさらなる特徴として、プリントされた電極を含むＰＶＤＦ膜は、交換を容易にす
るために、ラベルのように剥離され得る。図１に示されるように、ピエゾセンサアレイ１
００は、接着剤１４６によって、蝋紙または他の材料（図示せず）に、剥離を容易にする
ために取り付けられ得る。このような接着剤としての使用に適切な材料は、当業者に既知
であり、適切な接着剤の材料を選択することは、この開示が与えられれば、当該分野の技
術レベルの範囲内である。このことは、ピエゾセンサが、簡単および容易に最小限のコス
トで設置されることおよび／または交換されることを可能にする。実際、光学およびシリ
コンの技術と比較すると、ピエゾセンサアレイ１００のメンテナンスは取るに足らない。
【００２６】
（４．圧電膜指紋スキャナ）
本発明はさらに、バイオメトリックデータを検出し取り込むために、ピエゾ膜技術を使用
する。例えば、指紋画像が検出され得る。
【００２７】
本発明の一実施形態による圧電膜指紋スキャナの動作および構造が、図２および図３に関
してさらに記載される。図２は、本発明の一実施形態による圧電膜センサアレイスキャン
において指紋画像を取り込むためのルーチン２００（ステップ２１０～２９０）を示すフ
ロー図である。図３は、圧電膜指紋スキャナ３００のブロック図であり、圧電膜指紋スキ
ャナ３００は、本発明の一実施形態によると、ピエゾ膜センサアレイ１００を含む。ピエ
ゾ膜指紋スキャナ３００は、発振器３１０、ゲートカウンタ３２０、パルサ３３０、行マ
ルチプレクサ３４０、列マルチプレクサ３５０、コントローラ３６０、フィルタ３６２、
検出器３７０、メモリコントローラ３８０および画像メモリ３８５を含む。理解しやすい
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ように、そして簡略のために、ルーチン２００のステップは、図３の構造に関してさらに
詳細に記載される。しかし、ルーチン２００は、それほど制限されておらず、他の構造も
使用され得、このことは、本明細書中の記載が与えられれば、当業者に明白である。
【００２８】
ステップ２１０において、ピエゾ膜センサアレイ１００は、最初のピクセルまたはピクセ
ル群を検出するために切り換えられる。図３の例において、コントローラ３６０は、行マ
ルチプレクサ３４０を特定の行または複数の行に切り換え、列マルチプレクサ３５０を特
定の列または複数の列に切り換える。このように、特に関連付けられたピクセルまたはピ
クセル群が、最初のピクセルまたはピクセル群として指定される。例えば、図１Ｂに示さ
れるように、行マルチプレクサが行ｎに切り換えられ、列マルチプレクサが列ｍに切り換
えられると、ピクセル（ｎ、ｍ）が指定される。一例において、ピエゾ膜センサアレイは
、５１２×５１２ピクセルアレイである。マルチプレクサ３４０および３５０はそれぞれ
、９桁２進数によってアドレシングされ、検出される最初のピクセルまたはピクセル群の
指定されたアドレスにおいて特定のグリッドラインを選択する。
【００２９】
ステップ２２０において、３０ＭＨｚの１サイクルにおいて１つのパルスが印加される。
発振器３１０は、３０ＭＨｚの振動信号を生成する。この振動信号は、ゲートカウンタ３
２０に印加される。ゲートカウンタ３２０は次いで、パルサ３３０を始動し、行マルチプ
レクサ３４０に入力パルスを送る。ゲートカウンタ３２０はまた、コントローラ３６０お
よび検出器３７０に、サイクル数のカウントを示す信号を送る。コントローラ３６０は、
行マルチプレクサ３４０および列マルチプレクサ３５０に結合される。コントローラ３６
０は、行マルチプレクサ３４０および列マルチプレクサ３５０に、マルチプレクサ３４０
、３５０によって最初の特定のピクセルまたはピクセル群が選択されるようにする信号を
送る。行マルチプレクサ３４０は、入力パルスを、最初のピクセルまたはピクセル群に転
送する。ピエゾ膜の圧電特質により、パルスは、パルスが印加されるピクセルまたは複数
のピクセルにおける振動を引き起こす。
【００３０】
ステップ２３０において、ピエゾ指紋スキャナ３００は、ピクセルにおいて信号を検出す
る前に、いくつかのサイクルの間待機する。例えば、ゲートカウンタ３２０から送られる
信号に応答して、検出器３７０は、パルスがピクセル（またはピクセル群）に印加された
後に、いくつかのサイクルの間待機する。検出器３７０は、列マルチプレクサ３５０およ
びフィルタ回路３６２に結合されている。ステップ２４０において、待機が完了すると、
列マルチプレクサ３５０によって選択された最初のピクセルまたはピクセル群における電
圧が、検出器３７０において測定される。
【００３１】
例えば、３０ＭＨｚの１サイクルは、約３３ナノ秒に相当する。待機は、約５サイクルま
たは１５０ナノ秒であり得る。他の待機継続時間（例えば、より大きな数またはより小さ
な数の周期）が、発振器の周波数、および／または、この開示を与えられれば関連分野の
当業者に明白な他の設計の考慮に依存して使用され得る。この待機は、指紋の隆線の存在
によるリングダウン振動が、ピクセルにおいて印加された電気パルスに応答して発生する
ことを可能にする。
【００３２】
ステップ２４０において、フィルタリングされた電圧が、検出器３７０によって測定され
、検出された電圧を表すグレースケールまたは２進ピクセルの値が、出力される（ステッ
プ２５０）。フィルタ回路３６２は、出力電圧をフィルタリングする帯域フィルタであり
、約３０ＭＨｚの周波数周辺に集中する通過帯域内の出力電圧信号を検出する。グレース
ケールまたは２進ピクセルの値は、メモリコントローラ３８０に出力され、画像メモリ３
８５に格納される。一例において、出力されたグレースケールまたは２進ピクセルの値は
、画像メモリ３８５内の検出されたピクセルに対応するアドレスに格納される。
【００３３】
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ステップ２６０において、スキャンが完了しているかを判定するための検査が行われる。
言い換えれば、５１２×５１２センサアレイ１００内の各ピクセルがスキャンされ、そし
て対応する出力値が画像メモリ３８５内に格納および蓄積されたかどうかを判定するため
の検査が行われる。スキャンが完了する場合、次いでルーチンが終了する（ステップ２９
０）。指紋画像を取り込むことに成功したことを示すための信号または他の検出が次いで
、スキャナ３００から生成され出力され得る。スキャンが完了していない場合、次いでピ
エゾ膜センサアレイ１００は、次のピクセルまたは次のピクセル群を検出するように切り
換えられる（ステップ２７０）。制御は次いで、次のピクセルまたは次のピクセル群にお
いてステップ２２０からステップ２５０を実施するために戻る。
【００３４】
（複数のピクセルヒット）
上記のステップ２１０およびステップ２７０のように、ピエゾ膜センサアレイ１００は、
単一ピクセルまたはピクセル群における電圧値を検出するために、マルチプレクサ３４０
および３５０によって切り換えられ得る。一般に、ピクセルをスキャンするための任意の
様式が使用され得る。例えば、ピクセルのラスタースキャンが実施され得る。ピクセルは
、行ごとまたは列ごとにスキャンされ得る。
【００３５】
好適な一例において、複数群のピクセルが所定の時点に読み出される場合、ピクセル群内
の各ピクセルは、所定の距離だけ離れている。このようにして、近隣のピクセルにおける
リングダウン振動からの妨害の影響は、最小化されるか、または回避される。一例におい
て、所定のサイクル内で検出されたピクセルは、少なくとも８ピクセルの最小距離だけ離
れている。このようにして、近隣のピクセル間の任意のリングダウン振動は、著しく減衰
させられる。
【００３６】
（他の実施）
図３に関して上述するように、圧電指紋スキャナ３００は、例示であり、必ずしも本発明
の限定を意図するものではない。当業者に明白なように、この記載が与えられれば、他の
実施も可能である。例えば、フィルタ回路３６２は、ノイズおよび他の振動を除去するた
めに、所望のように調整され得る。フィルタ回路３６２は、ＬＣ回路または他の種類のフ
ィルタ回路であり得る。マルチプレクサ３４０および３５０は、任意の種類のマルチプレ
クサであり得る。例えば、単一の１～Ｎのマルチプレクサまたは複数ステージのマルチプ
レクサが使用され得る。発振器３１０は、任意の種類の発振器であり得、簡単なＬＣ発振
器、可変周波数の発振器、調整可能な発振器または水晶発振器を含むが、これらに限定さ
れない。好適な一例において、発振器は、無線周波数３０ＭＨｚの発振器である。この開
示が与えられれば関連分野の当業者に明白なように、他の振動周波数も使用され得る。検
出器３７０は、プロセッサ（例えば、ＣＰＵ）へ出力し、別の処理および制御をサポート
するためのアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）を含み得る。
【００３７】
一般に、ルーチン２００を実行するための制御は、ソフトウェア、ファームウェア、ハー
ドウェアまたは任意のそれらの組み合わせにおいて実施され得る。このような実施は、こ
の開示が与えられれば、関連分野の当業者に明白である。
【００３８】
（指紋の隆線の検出）
図４Ａ、図４Ｂおよび図５は、本発明によって、ピクセルＣにおいて指紋の隆線を検出す
るために、指紋スキャナ３００が、ピエゾ膜センサアレイ１００においてリングダウン振
動を使用する方法を示す。マルチプレクサ３４０および３５０は、ピクセルＣのアドレス
に切り換えられる（ステップ２１０または２７０）。３０ＭＨＺの１サイクルにおける入
力パルスが、パルサ３３０によって印加される（ステップ２２０）。図４Ａに示されるよ
うに、パルスの電圧（その結果、ピクセルＣに印加された電界）は、正弦的に変化する。
変化する電界によって、ピエゾ層１２０は、同様の振動様式で、応力を与え、そして応力
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を除去する。ピエゾ層１２０上の応力は、波動エネルギーを生成する。このような波動エ
ネルギーは、空気との境界面において、ピエゾセンサアレイ１００の基板面上に反射され
る。波動エネルギーは同様に、空気がある場合、保護層の境界において反射される。しか
し、図５に示されるように、指紋の隆線がピクセルＣにある場合、波動エネルギーのため
の無反射または透過境界が生成される。これにより、リングダウン振動が起こる。このリ
ングダウン振動は、ピエゾ膜センサアレイ１００固有の摩擦によって、経時的に減衰する
。
【００３９】
図４Ｂは、本発明による、リングダウン振動を用いて、ピクセルＣにおいて例として検出
された出力信号のプロットを示す。図４Ａおよび図４Ｂのプロットはスケッチの例であり
、実際の信号出力を表すために縮尺通りに描かれていない。図４Ｂに示されるように、３
０ＭＨＺの約５サイクル（すなわち約１５０ｎｓ）の間待機した後、検出器の信号出力は
、ピクセルＣに指紋の隆線があることを示すために、フィルタリングされ検出され得る。
指紋の隆線がピクセルＣに接触していなかった場合、リングダウン振動は、発生しない。
フィルタリングされた検出器の信号出力は、零に等しくなるか、または少なくとも最低電
圧より低くなる。
【００４０】
（拡大された範囲および他のバイオメトリック情報）
指に関連する別のバイオメトリクスを示す他の反射（例えば、組織、血液、骨、指の爪な
どから）もまた、検出され得る。循環する血液からの反射によるドップラー効果もまた、
検出され得る。このようなドップラー効果は、血液循環の方向および速度に関するさらな
る情報を提供し得る。図６は、本発明の別の実施形態による、さらなるバイオメトリック
情報を示す他の反射を示す拡大された範囲を有する出力信号の例のプロットである。
【００４１】
（圧電効果による生の指の検出）
別の実施形態によると、瞬間パイロ電気効果もまた、生の指の存在を示すために、圧電膜
センサアレイによって検出され得る。生の指の検出を示す信号は次いで、同じ圧電スキャ
ナアレイを使用して、指紋の画像をスキャンするか、または取り込むために、指紋スキャ
ナを自動的に始動するか、または「起動させる」ために使用され得る。
【００４２】
（結論）
本発明のさまざまな実施形態が上述されたが、それらが、例示のためだけに提示され、制
限するためでないことが理解されるべきである。添付の請求項内に規定されるような本発
明の趣旨および範囲から逸脱することなく、形態および詳細の様々な変更があり得ること
が当業者によって理解される。従って、本発明の広さおよび範囲は、どの上記の例示的実
施形態によっても、制限されるべきではなく、上記の請求項およびそれらの均等物によっ
てのみ定義されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】　　図１Ａは、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレイの断面図であ
る。
【図１Ｂ】　　図１Ｂは、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレイの導体グリッ
ドを示す平面図である。
【図２】　　図２は、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレイスキャンにおいて
、指紋画像を取り込むためのルーチンを示すフロー図である。
【図３】　　図３は、本発明の一実施形態による、圧電膜センサアレイを有する圧電膜指
紋スキャナのブロック図である。
【図４Ａ】　　図４Ａは、本発明による、入力パルスの例のプロットである。
【図４Ｂ】　　図４Ｂは、本発明による、リングダウン振動を用いて、検出された出力信
号の例のプロットである。
【図５】　　図５は、センサアレイに指紋の隆線（ただし縮尺通りではない）を接触させ
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ている圧電膜センサアレイの断面図である。
【図６】　　図６は、本発明の別の実施形態による、さらなるバイオメトリック情報を示
す他の反射を示す拡大された範囲を有する出力信号の例のプロットである。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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